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厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
精神保健・福祉に関するエビデンスのプラットフォーム構築及び 
精神科長期入院患者の退院促進後の予後に関する検討のための研究 

分担研究報告書 

 

精神保健医療福祉に関するエビデンスの提供と普及を目指した 

WEBページの構築と運用 

 

研究分担者：山口創生 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

研究協力者：五十嵐百花、川口敬之（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所）、

板垣貴志（株式会社アクセライト） 

要旨 

本研究の目的は、国内の実践家が効果的な実践を行うための支援として、国内外の

Evidence based practice（EBP）に関する情報が容易に入手可能な日本語プラットフォ

ームの構築を行うことである。昨年度はWEBサイトの基礎設計とコンテンツの概要に

ついて検討を行った。検討内容を基に、今年度はコンテンツの作成を行った。具体的に

は、英国 Cochrane collaborationの運営する Cochrane libraryに掲載されている

Cochrane reviewのうち、重症精神障害（統合失調症、双極性障害、大うつ病）を対象

とし、地域生活支援に関する心理社会的技法について検討しているレビューをハンドサ

ーチによって選択し、これらの Plain language summary（PLS：平易な要約）の和

訳、および独自の支援技法に関する解説ページを作成した。加えて、選択した支援技法

や Cochrane reviewを解説するにあたり必要と思われる、概念や専門用語について Q＆

A方式のページを作成した。Webサイトのβ版は 2021年 3月に実施したオンライン報

告会にて、前年度にグループインタビューに参加したステークホルダーを中心に概要を

説明し、終了後の参加者アンケートでは概ね好意的な評価を得た。 

A.研究の背景と目的 

本研究の目的は国内の実践家が効果的な

実践を行う支援として、また当事者や家族

が自身に関連する支援技法を主体的に検討

する助けとして、国内外の Evidence 

based practice（EBP）に関する情報が容

易に入手可能な日本語プラットフォームの

構築を行うことであった。昨年度に検討し

たWebサイトの基礎設計方針に沿って、

今年度は主にコンテンツの作成、精査を行

った。なお、本分担研究班は藤井分担研究

班と合同で作業を進めた。Webサイトのス

トラクチャー等については、同分担研究班

の報告書も合わせて参照されたい。 

B.方法 

昨年度実施したグループインタビューで

は、エビデンスの提示方法について、すべ

ての属性グループ（実践家、当事者、家

族、行政職員、研究者）から段階的な情報

の提示が有用であるとの意見が寄せられ

た。具体的には、タイトルと簡易な抄録に

図やイラストを添えたものを最初に示し、

より詳しく知りたい閲覧者には、別のペー

ジに遷移するようなイメージが分担研究班

内で共有された。 

コンテンツの作成にあたり、これまで関

わってきた実践家を対象とする研修事業の

経験などを踏まえ、支援技法の説明とは別

に、研究に関連する概念や専門用語、特に

カタカナ表記のものについては、わかりや

すい説明ページを設けることが申し合わさ

れた。 
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コンテンツ作成は精神保健領域の研究者

4名で実施した。経験年数の内訳は 1年 1

名、9年 1名、15年以上 2名であった。

加えて、Cochrane reviewの PLS和訳作

業のみに精神保健領域の経験年数 4年の実

践家が参加した。 

 

1.支援技法の紹介ページ 

Cochrane reviewに掲載されているシス

テマティックレビューのうち、以下の条件

を満たしているものをハンドサーチによっ

て選択した。 

・統合失調症、双極性障害、大うつ病をも

つ人が研究対象者であること 

・精神科医療、精神科リハビリテーショ

ン、メンタルヘルスケア領域の地域生活

支援のための介入研究や観察研究をレビ

ュー対象としていること。 

・心理社会的支援に関する介入研究や観察

研究をレビュー対象としていること（つ

まり、薬物療法や脳機能イメージングを

用いたアセスメント等の生物学的研究に

関するレビューは対象としない）。 

 上記の方法で選択された Cochrane 

reviewについて、以下の 2つの作業を行

った。 

A）PSL日本語翻訳作業 

Cochrane reviewの一部である Plain 

language summary（PLS）を日本語に

訳し、コクランの日本支部であるコクラ

ン・ジャパンを通じて、英国 Cochrane 

collaboration本部が管理するWebサイ

ト（Cochrane library）上に「日本語」

ページ（※）の掲載を依頼する。 

※英国 Cochrane collaborationが運営する

Cochrane libraryには、各国のコクラン

支部の協力によって、1つの支援技法が

多様な言語に翻訳され、掲載されてい

る。コクラン・ジャパンも翻訳ボランテ

ィアによる翻訳事業が展開しており、多

くの Cochrane reviewについて、

Cochrane library 上に PLS日本語翻訳

が掲載（出版）されている。本研究班に

よる日本語翻訳はこのコクラン・ジャパ

ンによる翻訳事業とは別に、コクラン・

ジャパンとの契約によって、研究事業期

間内に実施するものである。 

  英国 Cochrane collaboration、コクラ

ン・ジャパン、本研究班の役割と情報の

流れについて資料 1に示す。 

B）支援技法説明ページ作成作業 

「段階的な情報の提示」の方針に従って、

Cochrane review から選択した支援技

法について、1）支援技法そのものをわ

かりやすく説明するページ、2）その支

援技法を検討した Cochrane reviewの

内容に関する解説ページ、を作成した。 

 

2.エビデンス等のページ 

1.で選択された支援技法を説明する過程

で必要な概念、専門用語について「研究に

関連する概念や専門用語、特にカタカナ表

記のものについては、わかりやすい説明ペ

ージを設ける」方針に従って、説明ページ

を作成した。 

 

C.結果／進捗 

1.支援技法の紹介ページ 

 Cochrane reviewのハンドサーチは

2020年 4月および 2021年 10月の 2回に

分けて実施された。第 1グループでは 29

レビューが、第 2グループでは 18レビュ

ーが選択された。 

 Ａ作業について、第 1グループについて

は経験年数 1年の研究者 1名が、第 2グル

ープについては第 1グループの担当者に加

えて経験年数 4年の実践家 1名が翻訳作業

を行い、経験年数 15年以上の研究者 1名

が監訳作業を行った。 

 B作業について、今年度は第一グループ

で選択した支援技法に関するページ作成を

行った。1つの支援技法について異なる複
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数の Cochrane reviewが出版されている

場合もあり、最終的には 24技法の説明ペ

ージが作成された（表 1）。作業は経験年

数 1年 1名、9年 1名、15年以上 1名の

研究者がそれぞれ割り当てられた支援技法

についてテキストを作成し、週 1回の定期

ミーティングで検討することを繰り返し

た。経験 15年以上の研究者 1名（分担研

究者山口）がスーパーバイザーとしてミー

ティングに参加した。 

 A作業で日本語翻訳し、Cochrane 

library上に掲載された PLS日本語翻訳の

URLを B作業で作成したWebページにリ

ンクすることで 2つの作業を統合した。 

2つの作業を統合して作成したWebペ

ージの最終版イメージ（生活技能訓練：

SST）について資料 2に示す。 

 

2.エビデンス等の説明ページ 

「アウトカム」「組み入れ研究（数）」「コ

クラン・レビュー」について独自の説明文

を作成した（表 2）。 

また、昨年度のグループインタビューを

踏まえ、実践家がエビデンスに関して感じ

ていると思われる疑問等を Q＆A方式で提

示する説明ページを作成した（資料 3）。 

 

D.考察 

 コンテンツ作成に当たっては、研究者に

なじみのある概念、用語、考え方など実践

家をはじめとする、普段研究との接点がそ

れほど多くない人にいかにわかりやすく伝

えるかということに工夫が必要であり、困

難を感じる局面もあった。しかし、Webサ

イトβ版を 2021年 3月に実施したオンラ

イン報告会にて、前年度にグループインタ

ビューに参加したステークホルダーを中心

に紹介したところ、終了後の参加者アンケ

ートでは概ね好意的な評価を得た。 

 完成したWebサイトの公開は 2021年 7

月を予定している。 

 

E.健康危険情報 

なし 

 

F.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

佐藤さやか・五十嵐百花・川口敬之・山口

創生 こころとくらし（略称ここくら）

WEBサイトのご紹介．TOGETHER ＆ 

ここくら 研究成果報告会 2021年 3月

20日． 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし
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資料1 英国Cochrane collaboration、コクラン・ジャパン、NCNP「こころとくらし」

サイト作成チームの役割と情報の流れ 
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表 1 説明ページを作成した支援技法と関連するCochrane review 

 

レビュー数 支援技法数 支援技法名 レビュー

1 1
生活技能訓練

（Social skills training: SST）
Almerie et al(2015) Social skills programmes for schizophrenia

2 2 入院期間 Babalola et al(2014) Length of hospitalisation for SMI

3 3 事前指示 Campbell & Kisely(2009) Advance treatment directives for people with SMI

4 4 デイセンター Catty et al(2007) Day centres for SMI

5 5 ピアサポート Chien et al. (2019) Peer support for people with schizophrenia or other serious mental illness

6 6 支援付き住居 Chilvers et al(2006) Supported housing for SMI

7 7 インテンシブケースマネジメント Dieterich et al(2017) Intensive case management for SMI

8 8 共同意思決定 Duncan et al(2010)Shared dicision making interventions for people with mental health conditions

9 9 体重抑制 Faulkner et al(2007)Interventions to reduce weight gain in schizophrenia

10 10 運動療法 Gorczynski et al(2010)Exercise therapy for schizophrenia

11 Kinoshita et al(2013) Supported employment for adults with SMI

12 Suijkerbuijk et al(2017) Interventions for obtaining and maintaining employment in adults with SMI

13 12 コミュニティメンタルヘルスチーム Malone et al(2007) Community mental health teams for SMI etc

14 Marshall et al(2011)Day hospital versus admission for acute psychiatric disorders

15 Shek et al(2009) Day hospital versus outpatient care for people with schizophrenia

16 14 早期介入 Marshall et al. (2011) Early intervention for psychosis

17 15 コンプライアンスセラピー McIntosh et al(2006)Compliance therapy for schizophrenia

18
Jones et al(2018) CBT plus standard care vs. standard care plus other psychosocial treatments for

schizophrenia

19 Jones et al. (2018) CBT plus standard care vs. standard care for schizophrenia

20 17 早期警告サインのトレーニング Morriss et al(2013)Training to recognise the early signs of recurrence in schizophrenia

21 18 危機介入 Murphy et al(2015) Crisis intervention for SMI

22 Okpokoro et al(2014)Family intervention (brief) for schizophrenia

23 Pharoah et al(2010)Family intervention for schizophrenia

24 20 食事指導 Pearsall et al. (2016) Dietary advice for people with schizophrenia

25 21 コラボレーティブケア Reilly et al(2013) Collaborative care approaches for SMI

26 22 身体健康のアドバイス Tosh et al(2014) General physical health advice for people with serious mental illness

27 23 ICTを用いた心理教育 Valimaki et al(2012) ICT in patient education and support for people with schizophrenia

28 Xia et al(2011) Psychoeducation for schizophrenia

29 Zhao et al(2015) Psychoeducation (brief)  for SMI

家族心理教育

心理教育

11

13

16

19

24

援助付き雇用

デイホスピタル

認知行動療法

（Cognitive behavioral therapy: CBT）
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資料2 Cochrane reviewの検索からWeb ページ作成までの流れ（例：生活技能訓練） 

 

 l erie et al 2 1   Social skills progra  es  or schi ophreniaを入 

  作  
コクラン・ジャパンを  た  
       きと     の
  

 B作  
「生活技能訓練」 関する説明
と l erie et al 2 1   の 説
のた のテ スト作成

B作 で作成した
支援技法の説明
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資料2  Cochrane reviewの検索からWeb ページ作成までの流れ（ ） 

 作 で作成し、
Cochrane library  
   れ いる
        

B作 で作成した
Cochrane reviewの
 説
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表 2 概念、専門用 の説明  
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資料3 エビデンス 関するQ＆ 方式の説明ページ 


